
卑弥呼がその年の作柄を占う

熱気球の炎と闇に浮かぶ物見やぐらが
幻想的な「光のページェント」

新芽とともに小さいながらも花を咲かせたドライフラワー
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「里山探訪～永山を訪ねて」が４月21日、

町民80名が参加して行われ、永山地区の竹

林でたけのこ掘りを体験しました。参加者

は、当地区役員からたけのこの探し方や掘

り方の説明を聞いた後、さっそく鍬などの

道具を手に山に入っていきました。ほとん

どの参加者が初めての経験でしたが、地面

から頭を出したたけのこを見つけては、傷

つけないように丁寧に掘り出していまし

た。最後には掘りたてのたけのこをゆがい

た「さしみ」が用意され、「おいしい」と

笑顔で食べていました。

住民税が変わります～税源移譲で６月から
【特集】2-3

●地域と行政をつなぐ～嘱託員紹介●
●さざんか千坊館が「道の駅・吉野ヶ里」としてオープン●
●6月は「土砂災害防止月間です●
●ごみの受け入れが制限されます●
●「訪韓少年の翼」参加リポート●
●TOPICS・まちのわだい●
●INFORMATION･お知らせ●
●吉野ヶ里文芸●
●保健･健康･カレンダー●
●旬のアレコレ～吉野ヶ里歴史公園ほか●
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一期一会 こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
吉
野
ヶ
里
町
で
元
気
に
活
躍

す
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
日
本
音
楽
著
作

権
協
会
会
員
で
作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
今
田

剛
さ
ん
に
曲
作
り
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

●
作
曲
家

今
田　

剛
さ
ん

い
ち
ご
い
ち
え

シリーズ

■今田　剛さん【いまだつよし】
作曲家として、これまで200曲以上を作曲。「今田剛
作品集Ⅰ」は1枚2,500円で発売中。また、カラオケ
教室の講師としても町内外で活躍している。永田ヶ里
在住。59歳
＊「今田剛作品集Ⅰ」「伊万里けんか祭り唄・冬の
華 」 に 関 す る 問 い 合 せ は 今 田 さ ん ま で 　
090-5286-5003
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たけのこ掘りを体験

好きで好きでたまらない。

悲しみを力に。

通常　行送り　15.4

　　　字詰め　-50

ふるさと炎まつりでの演奏

4-5

6-7

8

9

17

14-16

10

11-13

18-19

20

　母が音楽好きだったこともあり、小さい頃から歌を歌っていましたね。初めて曲を作

ったのは10代の終わりごろ。中学校からギターを始め、友人らとバンドも組んでいたこ

ともあって曲作りをはじめたのですが、ホント自己流でしたよ。

　30歳になってからはピアノを習い始めました。もともと歌が好きだったし、加山雄三

がピアノの引き語りをしている姿を見て、「自分も

やりたい！」と思ったんですよ。８年間ほど習った

でしょうか。このころから曲を作ることも多くなり

ましたね。主にピアノを使って作曲していますが、

これまでに200曲以上。２月もすでに３曲ほど作りま

した。

　今では佐賀市に住む作詞家の橋間哲也先生とコン

ビを組んで曲を作っているのですが、曲を作るとき

は、先に詩を作っています。詩をみてみないと、ど

のような曲を作っていいかイメージが沸かなくて作

りにくいですね。

　私の曲には、ふるさとを歌った曲も多いですよ。

私は伊万里出身。何か記念になればと思い「伊万里

けんか祭り唄」という曲を作詞･作曲しました。実は詩を書くことも好きなんですよ！

この曲は、通信カラオケに入っているので、ぜひ歌ってみてください。カップリングの

「冬の華」という曲は、橋間さんの作詞で、歌詞の中には田手川や霊仙寺、さざんかの

花がでてきます。地元のことを歌った演歌ってないでしょう。この曲を作るときはイメ

ージをつかむために、２人で見て回りました。

　プロの歌手が歌う曲だけでなく、町民の方が書かれた詩にも、要望があれば作曲をし

ています。卒業などの記念に、自分で書いた詩を曲として残しませんか。ぜひ相談して

ください。

　作曲というと結構時間がかかるように思われますが、私は1時間ほどで作っています。

考えすぎると理屈っぽくなってしまうので、考えついたメロディーをあてはめてい

ます。曲作りでの楽しみは、自分が作った歌をどのように歌うのか、どれだけの

人に歌ってもらえるかですね。たくさんの人に歌っていただくことで、達成感

と満足感があります。

　２月に作曲家生活40年を記念してCDを作成、発売しました。自分自身で

歌ってCDにしてはどうかと思ったことと、５月に還暦を迎えるので、

50代の声を残しておきたいと思ってですね。今回のCD制作には過去

に作った曲から4曲を選びました。気に入った曲がたくさんあって･･ ･

選曲も難しかったですね。

　これからの夢ですか？自分が作った曲が大ヒットすることです

ね！ＣＤタイトルは「作品集Ⅰ」になっているので、ぜひ2枚目も出

したいですね。

7万1千人が来園
～吉野ヶ里歴史公園～
　今年の大型連休期間中、吉野ヶ里歴史公
園には７万１千人が来場しました。
　４月29日、春の訪れを待っていた吉野ヶ
里のムラ人たちが五穀豊穣を願う儀式や踊
りを行う「弥生のムラの春まつり」が開か
れました。
　まつりでははじめに、東脊振バンブーオ
ーケストラによる演奏のあと、ムラ人たち
が銅鐸などを鳴らしながら入場。卑弥呼が
その年の作柄を占い、豊作と告げられると、
みんなで輪を作って踊り喜びあいました。
　また、この日は吉野ヶ里炎まつり劇団に
よる佐賀にわか「卑弥呼伝説」も公演され、
ムラ人と卑弥呼が繰り広げるストーリーに、
会場は爆笑の渦に包まれていました。
　このほか、５月３日から６日にかけて、
光のページェントやそうめん流し、サガン
鳥栖選手によるサッカーパークなどのイベ
ントが行われました。

ドライフラワーに
花が咲いた
　鳥ノ隈の「割烹あらき」(荒木正徳さん
経営)にあるアジサイのドライフラワーに、
きれいな花が咲きました。
　ドライフラワーは福岡に住む娘さんか
ら贈られたオランダ産で、芽がみえてい
たため、「ひよっとしたら」との思いで
花瓶にさしていたところ、２月頃に発芽。
その後４月中旬ごろにつぼみがではじめ、
しばらくして開花しました。
　店先などに280種類ほどのアジサイを育
てている荒木さんは「新芽は出るかもと
思ったが、まさか花が咲くとは思わなか
った。こんなことははじめて」と驚いた
様子で話していました。
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国
よ
り
も
み
な
さ
ん
に
よ
り
身
近
な

県
や
市
町
が
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
進

め
ら
れ
て
き
た
、
地
方
分
権
改
革
（
三

位
一
体
改
革
）
の
一
つ
と
し
て
、
国
の

所
得
税
か
ら
地
方
（
県
･
市
町
）
の
住

民
税
へ
税
源
の
移
し
替
え
（
税
源
移

譲
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
み

な
さ
ん
が
納
め
て
い
る
住
民
税
が
今
年

６
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

今
年
６
月
分
か
ら
住
民
税
（
所
得
割
）
の

税
率
が
３
段
階
の
税
率
か
ら
一
率
10
％
に
統

一
さ
れ
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

　

納
税
者
の
負
担
が
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
今
年
１
月
分

か
ら
所
得
税
が
減
っ
て
い
ま
す
。
６
月
分
か

ら
住
民
税
が
増
え
た
と
し
て
も
、
住
民
税
と

所
得
税
の
割
合
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
「
所

得
税
＋
住
民
税
」
の
負
担
額
は
基
本
的
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
税
率
が
変
わ
る
時
期
が
次
の
と

お
り
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
表
２
参
照
）

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
の
負
担
は

基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実

際
の
税
額
は
収
入
の
増
減
や
家
族
構
成
の
変

化
で
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、
そ
の

分
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
変
わ
る
の
？

税
負
担
は
ど
う
な
る
の
？

? ?

●問い合せ
三田川庁舎内税務課
℡53-1111

【
Q
】
税
負
担
は
増
え
る
の
？
減
る
の
？

【
A
】
例
え
ば
現
在
、
住
民
税
の
税
率

が
５
％
の
人
は
、
前
年
と
同
じ
所
得
で

あ
っ
て
も
平
成
19
年
度
の
住
民
税
は
増

え
ま
す
が
、
そ
の
分
所
得
税
の
税
率
が

下
が
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
住

民
税
と
所
得
税
を
合
わ
せ
た
税
金
の
負

担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（
定
率
減
税
の

廃
止
に
よ
る
影
響
は
除
く
）

【
Q
】
い
つ
か
ら
税
額
が
変
わ
る
の
？

【
A
】
所
得
税
は
、
平
成
19
年
1
月
分

か
ら
新
し
い
税
率
で
の
課
税
に
な
り
ま

す
。
（
平
成
20
年
の
申
告
時
に
確
定
）

こ
れ
に
対
し
住
民
税
は
、
平
成
19
年
６

月
に
納
め
る
住
民
税
か
ら
新
し
い
税
率

で
の
課
税
に
な
り
ま
す
。
（
平
成
18
年

中
の
所
得
に
対
す
る
課
税
分
か
ら
）

【
Q
】
住
民
税
が
増
え
た
が
？

【
A
】
例
え
ば
、
６
月
に
役
場
か
ら
郵

送
す
る
納
税
通
知
書
で
住
民
税
を
納
め

て
い
る
「
普
通
徴
収
」
の
人
で
、
現
在

の
税
率
が
５
％
の
人
（
課
税
所
得
金
額

が
2
0
0
万
円
以
下
の
人
）
は
、
平
成

19
年
６
月
か
ら
税
率
が
10
％
に
な
り
ま

す
。
「
税
金
が
倍
に
な
っ
た
」
と
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
19
年
分
の

所
得
税
は
、
そ
の
分
下
が
り
ま
す
。

【
Q
】
「
定
率
減
税
」
が
廃
止
さ
れ
る
っ

て
ど
う
い
う
こ
と
？

【
A
】
定
率
減
税
は
、
も
と
も
と
景
気
対

策
の
た
め
の
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減

措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

国
の
税
制
改
正
に
よ
り
平
成
19
年
度
分

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
税
源
移

譲
に
よ
る
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
り
、
納
付
額
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Q
】
年
金
生
活
で
、こ
れ
ま
で
課
税
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
に
、平
成
1
8
年
度
か
ら

町
･
県
民
税
が
課
税
さ
れ
ま
し
た
。な
ぜ
？

【
A
】
平
成
16
年
度
と
平
成
17
年
度
の

税
制
改
正
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
す
る
老
年
者
控
除
、
公
的
年
金

等
控
除
及
び
非
課
税
措
置
の
廃
止
･
見
直

し
が
行
わ
れ
、
平
成
18
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
非
課
税

措
置
の
廃
止
に
は
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
平
成
17
年
１
月
1
日
現
在

65
歳
以
上
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
1
2
5
万
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
18
年

度
は
税
額
が
３
分
の
１
に
、
19
年
度
は
税

額
が
３
分
の
２
に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
Q
】
な
ぜ
高
齢
者
に
ば
か
り
重
い
負
担

を
さ
せ
る
の
で
す
か
？

【
A
】
高
齢
者
と
い
う
こ
と
で
、
一
律
に

税
負
担
を
軽
減
す
る
の
で
は
な
く
、
収
入

に
応
じ
た
税
を
負
担
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
考
え
か
ら
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
最
近
の

見
直
し
に
よ
っ
て
も
、
多

く
の
年
金
生
活
者
の
場

合
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

の
現
役
世
代
よ
り
も
税

負
担
は
軽
く
な
っ
て
い
ま

す
。

3

税
源
移
譲
に
よ
り
６
月
か
ら

　〈表１〉
課税所得が300万円の場合200万円までの税率は5％で、

200万円から700万円までの税率は10％なので、次の計算式のようになります。

200万円×5％＋（300万円－200万円）×10％＝20万円

300万円×10％＝30万円

（課税所得）▲0円

（課税所得）▲0円

▲200万円 ▲700万円

５％ 10％

10％

13％
平成18年度まで

平成19年度から

給与所得の方

年金受給の方

事業所得の方

　　所得税

平成19年１月

平成19年２月

平成20年２～３月
（確定申告）
*予定納税の場合は
平成19年７月

　　住民税

平成19年６月

平成19年６月

平成19年６月

〈表2〉税率変更の適用時期

住
民
税QQ

AA＆＆



【
地
域
と
行
政
を
繋
ぐ
】町
内
の
嘱
託
員
紹
介

45

多良　伸行（①永　山）

三好　重喜（②坂　本）

多良　　薫（③松　隈）

大隈　好久（④上石動）

横手　誠二（⑤下石動）

筒井　治喜（⑥西石動）

坂井　博幸（⑦上三津東）

須渕　清治（⑧上三津西）

矢ヶ部恒雄（⑨下三津西）

古舘　章美（⑩下三津東）

中島　覺（⑪大　曲）

小林　利之（⑫横　田）

中島健二郎（⑬永田ヶ里）

中島　　洋（⑭大塚ヶ里）

大野　貞夫（⑮辛　上）

重松　成典（⑯新宮田）

内田　一也（⑰目達原）

重松 正行（⑱上中杖上分）

高田　定昭（⑲苔　野）

徳安　輝雄（⑳吉　田）

中原　邦仁（　萩　原）

福岡　亮次（　鳥ノ隈）

山　　孝行（　吉野ヶ里）

*

敬
称
略

執行　政利（　田手村）

松浦　三善（　田手宿）

池田　二男（　力　田）

寺　　敏春（　上中杖）

内川　國男（　下中杖）

伊東　健吾（　上豆田）

平　　始（　下豆田）

森園　正則（　下　藤）

藤渡　政利（　乙ノ馬手）

増岡弥太郎（　田　中）

眞木　和博（　立　野）

佐藤　五男（　箱川上分）

中島　岩男（　箱川下分）

徳安　雅一（　衣　村）

中島　一昇（　伊保戸）

秋山　勝美（　曽　根）

21

22

23

25

26

27

28

29

243036

37

38

39

31

32

33

34

35

20

2122

23

24

25
26

27

28

29

30

31
32

33

34

35

36

37

38

39

①

②

③

④

⑤⑥

⑦
⑧

⑨
⑩ ⑪

⑫

⑬

⑭⑮ ⑯

⑰

⑱

⑲
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声声声

　
「
さ
ざ
ん
か
千
坊
館
」で
5
月
10
日
、

「
道
の
駅
」吉
野
ヶ
里
と
し
て
の
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。県
内

8
箇
所
目
の
道
の
駅
と
な
り
ま
す
。

　
式
典
に
は
、町
や
県
、国
の
関
係
者
ら

40
名
が
出
席
。駅
長
を
務
め
る
江
頭
町

長
が「
道
の
駅
は
眺
望
が
す
ば
ら
し
い

豊
か
な
山
間
地
に
あ
る
。ま
た
、吉
野
ヶ

里
歴
史
公
園
や
霊
仙

寺
、さ
ざ
ん
か
自
生

地
な
ど
歴
史
的
観
光

資
源
が
あ
ふ
れ
て
い

る
ほ
か
、ト
ン
ネ
ル
か

ら
湧
き
出
る
水
も
人

気
が
あ
り
、町
の
将

来
像
で
あ
る「
水
、緑
、

そ
し
て
人
が
輝
く
歴

史
の
ま
ち
」そ
の
も
の

の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。

手
足
を
伸
ば
し
て
、

深
呼
吸
で
き
る
よ
う

な
、ゆ
と
り
の
空
間

に
な
れ
ば
」と
あ
い
さ

つ
。く
す
玉
を
割
っ
て

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま

し
た
。

　
当
館
に
は
昨
年
8

月
の
オ
ー
プ
ン
以
来

１
日
1
、5
0
0
人
程
度
、多
い
時
は

2
、0
0
0
人
が
来
館
し
、地
元
で
採
れ

た
新
鮮
な
農
産
物
や
東
脊
振
ト
ン
ネ
ル

か
ら
の
湧
き
水
な
ど
が
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。館
長
の
柿
本
利
憲
さ
ん
は「
訪

れ
る
人
の
半
分
以
上
が
福
岡
か
ら
。イン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
、北
海
道
な
ど
か
ら
も
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
新
鮮
な
農

産
物
な
ど
を
取
り
揃
え
、多
く
の
人
に

吉
野
ヶ
里
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と

話
し
てい
ま
し
た
。

※道の駅とは
駐車場やトイレなどを設置した道路利用者のための「休憩機能」と道路利用者や地域の方 へ々の「情報発信機
能」、活力ある地域づくりを行うための「地域の連携機能」の３つの機能が併せ持つ休憩施設で、国土交通省が
登録します。県内には大和(佐賀市)や厳木(唐津市)のほか、４月下旬にオープンした「たらふく館」(太良町)も含め
８箇所あります。

【1】「道の駅」吉野ヶ里としてオープンした「さざんか　   
千坊館」
【2】出席者がくす玉を割ってオープンを祝った
【3】東脊振トンネルから湧き出る水は大人気。平日で　  
も行列が！

【1】

【2】【2】

【3】

　「きらら館」にはエアロバイクとトレッドミルを備えた運動室があります。使
用料も無料で、健康運動指導士が指導にあたります。
　あなたもニコニコペースでの運動ですっきりスリムになりませんか！
　個 の々目標に合わせた指導でしっかり効果、「今年こそ成果を出したい！」
と燃えるあなたにとっておきの場所です。場所もこれまでの中央ロビーから、
機能訓練室に移し、広いスペースで運動できるようになりました。

●内容　　目標に合わせた個別指導
●開放時間　　9時～17時
●開放日　　月～金曜日（祝祭日、お盆、正月を除く）
●利用できる人　　町内在住の高校生以上及び町内事業所勤務者
●運動器具　　エアロバイク　10台、トレッドミル　３台
●期待できる効果
　・体重、体脂肪率の減少
　・総コレステロール、中性脂肪など脂質の改善
　・全身持久力の向上
　・腰痛、肩こりの軽減
●利用･指導料　　無料
※運動靴を持参してください

問い合せ　保健課健康づくり係(きらら館内)　　? 51-1618

「
き
ら
ら
館
」の
運
動
施
設
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

運
動
室
が
広
く
な
り
ま
し
た
。

●健康運動指導士
・三好伸幸　　・平石理

VOICE

7

さざんか千坊館

「道の駅」吉野ヶ里としてオープン
県内８箇所目の道の駅

参加者の
VOICE-1  2ケ月で体重2.8㌔、腹囲5.5㌢減りました！
VOICE-2  5ケ月で腹囲7㌢減りました！
VOICE-3  腰痛が、1ケ月で軽くなりました！

明るく広いスペースで、楽しく気軽に運動できます。
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こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
く
、
毎
年
全
国
各

地
で
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
昨
年
、
唐
津
市
や
伊
万
里
市
で
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
、
襲
来
時
期
や
被
害
の
程
度
な
ど
を
予
想
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
気
象
情
報
に
注
意
し
、
万
全
の
心
構
え
で
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

□
強
風
に
よ
る
飛
来
物
に
備
え
て
、
窓
ガ
ラ
ス
を
ふ
さ
ぐ
。

□
鉢
植
え
な
ど
飛
来
の
可
能
性
の
高
い
も
の
は
屋
内
へ

□
瓦
の
ひ
び
、
ず
れ
、
芭
枯
れ
が
な
い
か
確
認

□
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く

　

こ
の
ほ
か
、
自
宅
周
辺
で
は
窓
や
屋
根
、
雨
ど
い
や
側
溝
な
ど
を
点
検
し
、

こ
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
早
め
に
修
理
を
！

●
土
砂
災
害
と
雨
量
の
関
係

　

土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
長

雨
や
大
雨
に
よ
り
地
面
の
大
量
の
水
が
し
み
込
み
、
弱
く
な
っ
た
斜
面
が
崩
れ

る
た
め
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
１
時
間
に
2
0
mm
以
上
、
ま
た
は
降
り
始

め
か
ら
1
0
0
mm
以
上
の
雨
が
続
い
た
ら
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
上
が
っ
た
後
で
災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
台
風
や
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
く
、
毎
年
全
国
各

地
で
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
も
昨
年
、
唐
津
市
や
伊
万
里
市
で
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨
は
、
襲
来
時
期
や
被
害
の
程
度
な
ど
を
予
想
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
気
象
情
報
に
注
意
し
、
万
全
の
心
構
え
で
風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

□
強
風
に
よ
る
飛
来
物
に
備
え
て
、
窓
ガ
ラ
ス
を
ふ
さ
ぐ
。

□
鉢
植
え
な
ど
飛
来
の
可
能
性
の
高
い
も
の
は
屋
内
へ

□
瓦
の
ひ
び
、
ず
れ
、
芭
枯
れ
が
な
い
か
確
認

□
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く

　

こ
の
ほ
か
、
自
宅
周
辺
で
は
窓
や
屋
根
、
雨
ど
い
や
側
溝
な
ど
を
点
検
し
、

こ
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、
早
め
に
修
理
を
！

●
土
砂
災
害
と
雨
量
の
関
係

　

土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
が
、
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
長

雨
や
大
雨
に
よ
り
地
面
の
大
量
の
水
が
し
み
込
み
、
弱
く
な
っ
た
斜
面
が
崩
れ

る
た
め
で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
１
時
間
に
2
0
mm
以
上
、
ま
た
は
降
り
始

め
か
ら
1
0
0
mm
以
上
の
雨
が
続
い
た
ら
、
が
け
崩
れ
の
危
険
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
が
上
が
っ
た
後
で
災
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

　

脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
を
直
接
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
役
場
総
合
窓
口
課

で
内
容
を
確
認
し
検
認
書
を
発
行
し
ま
す
。
そ
の
検
認
書
を
直
接
、
脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
で
一
般
家
庭
排
出
ご
み　
　

／
75
円
（
事
業
系
は　
　

／
150
円
。
粗
大

ご
み
は
不
可
）
で
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
灰
溶
融
施
設
建
設
工
事
の
た
め
、
左
記
の
期
間
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持

ち
込
み
に
よ
る
受
入
れ
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
場
合
は
、
通
常
ど
お
り
で
す
。

●
処
理
が
可
能
な
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
灰
溶
融
施
設
と
は
、
可
燃
ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
出
る
灰
を
高
温
で
再
加
熱
し
、
細
か
い
金

属
の
粒
状
に
し
ま
す
。
そ
れ
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
埋
立
地
の
使
用
を
抑
え
、
環
境
へ
の
影
響

を
少
な
く
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
犬
･
猫
等
の
死
骸
」
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
法
律
に
よ
り
動
物
の
死
骸
は
、
一
般
廃
棄
物
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

飼
い
犬
や
飼
い
猫
な
ど
の
死
骸
の
搬
入
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場
総
合
窓
口
課
で
「
検
認

書
」
を
発
行
し
ま
す
。
発
行
後
、
脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
検
認
書
を
提
示
し
、

手
数
料
（
一
体
に
つ
き
4
0
0
円
）
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
が
多
発
す
る
季
節

土
砂
災
害
が
多
発
す
る
季
節

ご
み
の
受
入
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

小
動
物
の
死
骸
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●
期
間　

６
月
４
日
（
月
）
〜
６
月
15
日
（
金
）

●
受
入
れ
で
き
な
い
ご
み　

不
燃
物
・
粗
大
ご
み
・
小
動
物
死
骸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
不
燃
物
は
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
）

脊
振
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

風
水
害
に
そ
な
え
よ
う

風
水
害
に
そ
な
え
よ
う

１時間雨量 　予報用語 人の受けるイメージ　　　　　人への影響 　　　　　土砂災害発生状況

10～20  やや強い雨 ザーザーと降る 地面からの跳ね返りで足元がぬれる この程度の雨でも長く降り続くときは注意が必要

20～30  強い雨 どしゃ降り  小さな川があふれ、小規模のがけ崩れが始まる

30～50  激しい雨 バケツをひっくり   山崩れ・がけ崩れが起きやすくなる
  返したように降る

50～80  非常に激しい雨 滝のように降る 
傘は全く役に立たない

 土石流が起こりやすい

80～ 猛烈な雨 恐怖を感じる  大規模な災害が発生する恐れが強く、厳重な警戒が必要

傘をさしていても濡れる

（ミリ）

問い合わせ
三田川庁舎環境課
TEL 53-1111

10
kg

10
kg

9
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私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
が
韓
国
で
し
た
。
初
め
て
の

飛
行
機
で
は
、
空
を
飛
ぶ
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
韓

国
に
着
い
た
ら
ど
ん
な
所
か
楽
し
み
で
し
た
。
実
際
は
、
日

本
と
外
の
景
色
は
そ
こ
ま
で
ち
が
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
、
ナ
ザ
レ
園
で
し
た
。
そ
こ
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
住
む
所
で
、
窓
か
ら
は
、
き
れ
い
な
ふ
ん

水
が
見
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
始
め
の
言
葉
を
言
う
こ

と
に
。
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ
ん
と
言
え
た

の
で
一
安
心
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
は
、
練
習
し
て

い
た
お
ど
り
も
成
功
し
、一
人
ひ
と
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ

い
さ
つ
や
自
己
し
ょ
う
介
を
し
て
、
日
本
の
こ
と
も
い
っ
ぱ

い
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

韓
国
で
の
初
め
て
の
食
事
は
、
石
焼
き
ビ
ビ
ン
バ
と
ス
ー

プ
を
食
べ
ま
し
た
。
少
し
実
の
中
に
に
が
い
物
が
入
っ
て
い

て
、
に
が
か
っ
た
け
ど
味
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
に
、
寺
の
よ
う
な
所
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
少
し
サ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
て
い
ま
し
た
。
日
本
も
咲
い
て

い
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
つ
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。
私
は
、一
人

で
イ
ー
さ
ん
と
い
う
名
前
の
お
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し

た
。
四
人
家
族
で
、
家
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
と
っ
て
も
大
き
か

っ
た
で
す
。
そ
こ
で
は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
の
が
あ
っ
た
け
ど
、

お
父
さ
ん
が
少
し
日
本
語
が
話
せ
た
の
で
、
少
し
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。
私
が
歯
を
み
が
こ
う
と
し
て
い
た
ら
お
父
さ
ん
が
、

ギ
タ
ー
で
歌
っ
て
い
た
の
で
、
少
し
家
で
は
体
験
で
き
な
か

っ
た
事
を
見
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
や
さ
し
く
接
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
ま
け

に
、
私
が
か
ぜ
を
ひ
き
、
病
院
に
も
つ
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
、

ま
た
会
っ
た
ら
絶
対
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
朝
、
最
後
に
お
み
や
げ
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
、

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
友
達
と
だ
き
合
っ
て
「
ま
た
会
お

う
ね
」
と
言
っ
て
友
達
と
別
れ
ま
し
た
。
四
日
目
の
そ
の
日

は
、
高
速
で
三
時
間
以
上
バ
ス
の
中
は
、
つ
ま
ら
な
い
と
バ
ス

の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
思
い
、
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
は
、
魚
市
場
や
公
園
に
行
っ
た
み
た
い
で
す
け
ど
、
私

は
熱
が
高
く
な
っ
て
、
二
つ
と
も
見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
あ
と
国
連
墓
地
へ
、
私
は
、
お
墓
だ
か
ら
外
国
み
た
い
に
、

十
字
架
の
石
が
お
い
て
あ
っ
て
、
土
が
も
り
あ
が
っ
て
い
る

あ
の
お
墓
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
本
当
は
土
だ
け
が
あ
っ
て
大

き
く
本
当
に
た
っ
た
一
人
を
入
れ
る
物
な
の
に
「
何
で
」
と
い

う
よ
う
な
大
き
な
土
の
も
り
あ
が
り
方
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
ふ
つ
う
の
は
、
も
う
少
し
小
さ
く
て
、一
番
大
き

い
の
は
、
国
の
王
さ
ま
の
お
墓
だ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

次
は
つ
い
に
ロ
ッ
テ
免
税
店
に
行
き
ま
し
た
。
建
物
は
、

言
葉
で
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
ほ
ど
大
き
な
き
れ
い
な
建
物
で

し
た
。

　

中
に
は
、
免
税
店
用
に
一
つ
し
か
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
８

階
に
行
く
時
は
、
中
が
少
し
す
け
て
い
る
の
で
外
が
ま
る
見

え
で
し
た
。

　

お
買
い
物
を
す
る
時
は
ウ
ォ
ン
を
つ
か
っ
て
お
か
い
物
を

し
ま
し
た
。
中
は
、
ブ
ラ
ン
ド
物
の
バ
ッ
グ
や
時
計
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
バ
ッ
グ
を
お
母
さ
ん
に
わ
た
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
友
達
や
知
合
い
に
く
り

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
お
み
や
げ
に
そ
の
日
を
終
わ
ら
せ
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
で
は
、
ま
た
熱
を
出
し
て
、
友
達
や
リ
ー
ダ
ー

さ
ん
に
め
い
わ
く
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

つ
い
に
帰
る
日
が
来
ま
し
た
。
ま
だ
そ
の
時
は
、
熱
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
け
ど
、
ガ
イ
ド
さ
ん
が
車
イ
ス
を
用
意
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
飛
行
機
に
の
り
な
が
ら
、
早
く
一

分
で
も
早
く
お
父
さ
ん
た
ち
に
会
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
出

口
で
お
父
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
、
体
の
力
が
フ
ッ
と

ぬ
け
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
韓
国
で
は
、
と
っ
て
も

人
が
や
さ
し
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
、
家
族
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
く
て
た
ぶ
ん
大
人
に
な
っ
て
も
わ

す
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
最
初
に
韓
国
に
行
っ
て
、「
日
本
に
似

て
い
る
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

着
い
た
と
き
は
、
外
国
に
い
る
感
じ
が
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

で
も
、
昼
ご
は
ん
が
、
ビ
ビ
ン
バ
だ
っ
た
の
で

韓
国
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
ナ
ザ
レ
園
に
行
っ
た
時
は
、
も
の
す

ご
く
き
れ
い
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
会
っ

た
と
き
は
、
な
に
を
し
ゃ
べ
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
か
た
も
み
を
し
て
あ
げ
た
ら
す

ご
く
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
十
七
日
に
は
、
仏
国
寺
に
行
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
門
が
あ
っ
て
、
門
に
い
ろ
ん
な
名
前
が
あ

り
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
最
初
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
リ
ー
ダ
ー
が

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
た
か
ら
、
少
し
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
に
行
っ
た
時
に
、
向
こ
う
の

学
校
の
人
達
が
音
楽
や
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
、一
番
ダ
ン
ス
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
す
ご
く
上
手
で
、
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
人
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
連

れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
買
い
物
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
韓
国
の
ご
は
ん
は
、
全
部
か
ら
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
ご
は
ん
は
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
て
、
お

か
ず
は
、

は
し
で
食
べ
ま
し
た
。

　

日
本
と
ち
が
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　

韓
国
で
あ
っ
た
事
は
、
日
本
の
生
活
で
も
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
。
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「
訪
韓
少
年
の
翼
」
に
参
加
し
て

生
武　

加
奈
子
さ
ん

東
脊
振
小
6
年

東
脊
振
小
6
年

猪
岡　

弥
々
さ
ん

「
訪
韓
少
年
の
翼
」
（
佐
賀
県
子
ど

も
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
（
3
月
26
日

か
ら
27
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
町
内

か
ら
も
7
名
が
参
加
。
韓
国
･
慶
州

な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
の

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

（
学
年
は
、
現
在
の
学
年
で
表
示
し

て
い
ま
す
）

「
訪
韓
少
年
の
翼
」
（
佐
賀
県
子
ど

も
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
（
3
月
26
日

か
ら
30
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
町
内

か
ら
も
7
名
が
参
加
。
韓
国
の
慶
州

な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
参
加
し
た
子
ど
も
の

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

（
学
年
は
、
現
在
の
学
年
で
表
示
し

て
い
ま
す
）

色とりどりエビネがずらり

t
o

w
n

-
t

o
p

i
c

s

新築された辛上公民館
永山地区に整備されたスピーカー
祇園祭用に用意された法被

お茶を通して韓国と交流
　三田川中学校と東脊振中学校の生徒が町の日韓交流親善派遣事業の団員と

して派遣されることになり、４月18日、三田川庁舎で結団式が行われました。

　この事業は旧東脊振村が日本の茶樹栽培発祥地である史実を生かし、韓国

のお茶の発祥地である河東郡(はどんぐん)との相互交流の基盤を作ることを

目的に平成16年から実施されており、今年は５月18日から２泊３日の日程

で吉野ヶ里町として初めて派遣されました。

　結団式には両中学校の20人が出席。江頭町長が「お茶を通して、韓国の文

化や歴史を体験してほしい」とあいさつ。団員を代表して三田川中の城島和

貴子さん(吉野ヶ里)と東脊振中の東こころさん(中の原団地)が「学校の代表

として頑張ってきます」と決意を述べました。

1

2

2

1
3

3

　東脊振エビネ愛好会（古川和之会

長）のエビネ展示会が４月27日と

28日の２日間、東脊振公民館で開

催されました。

　この展示会は、18年ほど前から

毎年開かれており、会員が丹精込め

て育てたエビネ100点ほどが展示さ

れました。２日間とも朝早くから愛

好者が訪れ、色とりどりのエビネに

見入っていました。また即売も行わ

れ、こちらも人気を集めていました。

当会では、現在会員を募集している

とのことです。古川さん(TEL 

52-1277)にお問い合わせください。

地域活動支援のために

丹精こめて育てられたエビネが展示され
ました

決意を語る三田川中城島さん(左)と東脊振中の東さん(中央)

　平成18年度のコミュニティ助成事業により、辛上地

区の公民館新築など３件が整備されました。コミュニ

ティ助成事業とは、宝くじの普及広報を目的として、

地域活動を支援するためのもので、公民館の建設や地

域のまつりなど多方面に利用されています。

　辛上地区には公民館が新築整備されたほか、永山地

区では放送設備が整備され、スピーカーが５箇所に設

置されるなど、緊急

時などの連絡手段が

確保されました。

　また、目達原地区

には毎年７月に行わ

れる「祇園祭」で使

用する法被や灯籠、

提灯などが整備され

ました。
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町
に
３
０
０
万
円
を
寄
付

小
中
学
生
が
茶
摘
み
を
体
験

t
o

w
n

-
t

o
p

i
c

s

　　出発を前に町長を訪問した宮地君(中)と戸田さん(左)。
　　しおりは「何かお土産を渡そう」と生徒からの提案
　　により用意された。
　　外国からの観光客にもインタビューに挑戦

お疲れ様でした

第3回吉野ヶ里町民ゴルフ
　　大会結果

　元行政相談委員の内川國男

さん(下中杖)が４月13日に

総務大臣感謝状を佐賀行政評

価事務所宮村豊所長より贈ら

れました。

　内川さんは11年４月１日

から８年間行政相談委員を勤

められこのたび退任されまし

た。

　婦人会は地域の婦人であればだれで

も入会できます。また一年を通して研

修、文化、教養といろんな場での勉強

会があり、多くの人とふれあうことが

出来ると思います。なかなかお声かけ

が出来ませんが、社会教育課にお尋ね

になって、婦人会にも興味を持ってく

ださい。

　吉野ヶ里町婦人会　会長　大坪悦子

　４月29日（日）の隈カンツリークラブにお

いて第３回吉野ヶ里町民ゴルフ大会が開催され

ました。結果は次のとおりです。

【個人の部】優　勝　高島正隆

　　　　　準優勝　中島正光

　　　　　第３位　金崎時男

【団体の部】優　勝　なかむら住宅

　　　　　準優勝　BS佐賀工場A

　　　　　第３位　大塚ヶ里

なお、第４回大会は11月25日（日）の隈カン

ツリークラブでの開催を予定しています。

1

1

2

茶摘みを体験する子どもたち
【上】三田川中【左】東脊振小

2

　元東脊振村議の北村亨

さん(横田)が２月16日に

「高齢者福祉に役立てて

ほしい」と町に300万円

の寄付をされ４月25日

に感謝状贈呈式が行われ

ました。「健康で生きて

これた恩返し」と今回の

寄付を説明され、それに

対し町長が「高齢者に喜

んでもらえるよう役立て

ます」とお礼を述べ感謝

状を贈りました。

　「脊振千坊聖茶まつり」が５月16日、町関係者ら50名が

参加して霊仙寺跡の乙護法堂で行われました。

　平成元年の旧東脊振村の村制施行100周年を機にはじまっ

たこのまつりは、栄西禅師の偉業を偲ぶとともに、茶業の振

興を目的に、毎年この時期に行われています。

　まつりでは、はじめに江頭町長が「お茶は健康によい飲み

物として話題になっている。町の貴重な財産である栄西茶を、

少しでも広げていければ」とあいさつ。その後、町内の茶道

愛好グループの真島美智子さん(横田)と埜口美和さん(坂本)

が献茶をし、坂本修学院の埜口章順住職が供養を行いました。

修学旅行で町をＰＲ

栄西禅師の偉業を偲んで

水の恵みに感謝

感謝状を受け取る内川さん(右)

乙護法堂で行われた栄西供養

水功碑前で行われた兵庫まつり

感謝状を受け取る北村さん

　三田川中学校の３年生103名が、修学旅行先の京都市

内で、観光客らにインタビューしながら、吉野ヶ里町を

ＰＲしました。

　同中の修学旅行は５月10日から12日にかけて、奈良

と京都を訪問。インタビューは２日目の京都市内自主研

修のなかで、コミュニケーション能力を伸ばすことを目

的に行われました。生徒４～5名が1組になり、金閣寺

や銀閣寺、清水寺などで観光客に呼びかけ、「吉野ヶ里

遺跡はご存知ですか」などとインタビュー。お礼に、生

徒手作りのしおりと、町や吉野ヶ里歴史公園のパンフレ

ットを手渡し、「ぜひお越しください」とＰＲしました。

　同中の宮地佑弥君と戸

田悦子さんは「ＰＲは簡

単だと思ったが、はじめ

のうちは、すごく緊張し

てなかなか言葉が出なか

った」「佐賀県や吉野ヶ

里のことを知らない人が

多かった。自分が住む町

のことを伝えることがで

きてよかった」と話して

いました。

　５月８日、東脊振小の３年生と三田川中の１年生が茶

摘みを体験しました。

　三田川中の生徒は、東部中核工業団地の茶畑で体験。

茶摘みの基本である「一芯三葉」(先端と３枚の葉を取る

)という摘み方について説明を受けたあと、ビニール袋を

手に茶摘みを開始、「茶摘

み」などの歌を口ずさみな

がら摘む生徒もいました。

生徒の一人は「新芽を探す

のは大変だったけど、楽し

かった」と話していました。

　東脊振小の児童は中の原

団地近くの茶畑で茶摘みを

体験。ＪＡ職員の指導のも

と２時間半ほど汗を流しま

した。

　蛤水道を築いた佐賀藩の治水の神様、成富兵庫茂安をしのぶ「兵庫ま

つり」が５月11日、蛤水道基点近くにある水功碑前で行われ、茂安の功

績を称えるとともに、水の恵みに感謝しました。

　このまつりは、合併前から田植えの準備が始まるこの時期に行われて

おり、当日は100名ほど

が参加。江頭町長が拝礼、

お神酒を捧げたあと「こ

の蛤水道の水を大勢の方

が利用している。茂安が

町に残した遺産として大

切にしたい」とあいさつ

しました。

婦人会で
多くの人と
ふれ合いませんか

婦人会で
多くの人と
ふれ合いませんか

婦人会で
多くの人と
ふれ合いませんか
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文字9.5P 行送り14.5P

国民
年金

介護
保険

環境

国民年金免除制度について

障害･遺族年金の受給者も
介護保険料を年金天引き

井戸水水質検査

国保

福祉

国保加入者の皆さんへ
脳ドックと人間ドック
受診者の募集

平成20年4月から高齢者
医療制度が変わります

東部水道見守り隊
パトロール

遺言と相続　知っ得講座

日舞おさらい会

国保税（医療分）の賦課
限度額が56万円に

能登半島地震被災者への
義援金を受付ています

保健

催し

県下一斉ふるさと美化活動

リサイクルセンター
資源物収集

環境

その他

行政･人権相談

相談

●法定免除
●障害基礎年金受給者の方

●生活保護法による生活扶助を受け

ている方

●申請免除
●本人、世帯主、配偶者の前年分所

得が一定以下の場合に、申請手続き

をすることにより、年金保険料の納

付が、全額免除または半額免除など

の「一部納付」になります。前年分

の所得を申告されていないと、免除

の審査ができませんので必ず申告を

お願いします。

　失業等により年金保険料納付が困

難な場合は、「離職証明書」をご持

参ください。

●免除の種類と納付額(19年度国民

年金保険料は14,100円です)

①全額免除･･･納付なし

②１/４免除･･･10,580円納付

③半額免除･･･7,050円納付

④３/４免除･･･3,530円納付

⑤若年者猶予･･･納付なし(30歳未満

　の方で、10年間納付猶予)

●免除を受けて追納しなかった場合

の老齢基礎年金額

①全額免除･･･満額の１/３の年金額

②１/４免除･･･満額の１/２の年金額

③半額免除･･･満額の２/３の年金額

④３/４免除･･･満額の５/６の年金額

⑤若年者猶予･･･年金額　０

●免除期間
　７月から翌年６月までです。原則

として、毎年度申請が必要ですが、

全額免除と猶予については、申請時

に｢継続申請｣を希望されると、翌年

度からは申請が不要になります。

●追納のお勧め
免除期間分の国民年金保険料は、10

年以内であれば納めることができま

す(追納)。ただし、免除された年度

の２年を経過した場合は、国民年金

保険料に加算金が付きます。

　追納すれば、当時納付していたの

と同じ扱いになり、老後の年金を満

額に近づけることができます。

　また、猶予制度の場合は、10年間

納付猶予ですが、追納しないと免除

と違い、未納のままとなって老後の

年金額にも反映しません。

●問い合せ　三田川庁舎内住民課
年金係　TEL 53-1111

【脳ドック】
●助成対象者　次の①～③すべてに
該当する人。

①国民健康保険加入者で、加入期間

が１年以上あること。

②平成19年4月1日現在、40歳～69

歳の人(病気治療中の人、前年･前々

年受診者を除く)

③国保税の滞納がないこと。

●助成対象医療機関
大島病院(みやき町)

●自己負担額　13,125円(検診費用
額52,500円のうち、国保が39,375

円を助成)

●検診日　８月までの火曜日･土曜日
＊７月･８月に空きがあります。

●申込締切　空きがなくなり次第終
了します。

【人間ドック】

●助成対象者　次の①～③すべてに
該当する人。

①国民健康保険加入者で、加入期間

が1年以上あること。

②平成19年４月１日現在、30歳～

69歳の人(病気治療中の人、町の基

本健診受診者を除く)

③国保税の滞納がないこと。

●助成対象医療機関
成人病予防センター(佐賀市)

●自己負担額　10,500円(検診費用
額42,000円のうち、国保が31,500

円を助成)

●検診日　決定通知書を受け取った
後、個人で医療機関と調整してもら

います。

●申込締切　平成20年１月31日
●申込方法　脳ドック･人間ドックと
もに、印鑑と保険証を持参のうえ、

三田川庁舎総合窓口課または東脊振

庁舎保健課で申し込んでください。

＊両検診ともに、電話での申込みは

受け付けておりません。

●問い合せ　東脊振庁舎内 保健課国
民健康保険係　TEL 52-5111

　地方税法施行令が改正され、平成

19年度の国民健康保険税から、医療

分の賦課限度額が次のとおり引き上

げられます。

　なお、国民健康保険税のうち、介

護分については変りありません。

●問い合せ 
三田川庁舎内税務課　TEL53-1111

　３月25日に石川県能登半島沖で発

生した地震による被災者を支援する

ため、吉野ヶ里町･吉野ヶ里町社会福

祉協議会･共同募金吉野ヶ里町支会･

日本赤十字吉野ヶ里町分区では、義

援金を受付けています。

　義援金受付の募金箱を下記のとお

り設置しますので、皆様のご支援を

よろしくお願いします。

●募金箱設置箇所(町内８箇所)
●役場三田川･東脊振両庁舎

●町中央公民館

●三田川健康福祉センター

　｢ふれあい館｣

●東脊振健康福祉センター

　｢きらら館｣

●吉野ヶ里町民憩いの家

●さざんか千坊館

●ひがしせふり温泉｢山茶花の湯｣

●募金箱設置期間
７月31日(火)まで

●問い合せ
東脊振庁舎内 福祉課　TEL52-5111

吉野ヶ里町社会福祉協議会

佐賀県共同募金会吉野ヶ里町支会

日本赤十字社吉野ヶ里町分区

　住民や事業者、行政が一緒になっ

て清掃活動を行う県下一斉「ふるさ

と美化活動」が次のとおり実施され

ます。

●日時　６月３日（日）
＊時間は各地区で決定。別日程で実

施する地区もあるため、区長または

管理人に確認してください。

●問い合せ
三田川庁舎内環境課　TEL 53-1111

●日時　６月３日（日）
８時30分～17時

●場所　吉野ヶ里町リサイクルセン
ター（東脊振インター前）

●収集する物　牛乳パック、トレイ、
新聞、雑誌、ダンボール、アルミ缶

●問い合せ
三田川庁舎内環境課　TEL 53-1111

【農村環境改善センター】

●日時
６月１日（金）９時30分～12時　

【ふれあい館】

●日時　
６月１日（金）13時30分～16時

７月５日（木）13時30分～16時

※行政･人権相談は農村環境改善セン

ターでは偶数月、ふれあい館では奇

数月に開催します。（６月のみ両会

場で開催します）

●問い合せ
三田川庁舎内総務課　TEL 53-1111

　75歳以上の後期高齢者の心身の特

性や生活実態等を踏まえ、後期高齢

者医療という独立した医療制度にな

ります。

Q１　後期高齢者医療制度の被保険
者となる人は？

A１　広域連合の区域内である市町
に住む75歳以上の人および65歳以上

で寝たきり等の一定の障害がある人(

広域連合の認定を受けた人)

Q２　お医者さんにかかるときの自
己負担は？

A２　現在の老人保健で医療を受け
るときと同じです。一般の人は１割

負担、現役並み所得のある人は３割

負担となります。

Q３　保険料はどうなりますか？
A３　保険料は広域連合で決められ、
町が徴収することとなります。また、

原則として年金から徴収されます。

●問い合せ　佐賀県後期高齢者医療
広域連合事務局(佐賀市大和支所内)

TEL  64-8476

●日時　６月24日(日)13時～15時
●場所　吉野ヶ里町中央公民館
●内容　遺言と相続のこと知ってま
すか？家族の絆を深め、争いを起こ

さない相続の方法と、遺言書とはど

んなものかを解説します。

●申込み　往復ハガキに住所･氏名･

電話番号、「無料セミナー参加希

望」と記入し、申込んでください。

(６月21日必着)

●資料代　500円
●申込み･問い合せ　〒830-0001
久留米市小森野5丁目18番25号遺言

･相続･後見お世話人センター事務局

TEL 0942-38-4717

●日時　６月３日(日)
●場所　三田川健康福祉センター
｢ふれあい館｣

●問い合せ　於保節子  TEL53-5357

　子どもたちを中心とする社会的弱

者への犯罪が多発し、不幸にも事件

に巻き込まれる最近の社会で、全国

各地で地域の安全を守ろうと様々な

活動が行われています。

　そこで、佐賀東部水道企業団も地

域の皆さまの安全・安心な地域環境

づくりに貢献するために、「東部水

道見守り隊パトロール」の活動を行

うことになりました。

　不審者から声をかけられたり、事

件や事故に巻き込まれそうになった

ら、近くの「東部水道見守り隊パト

ロール」のステッカーを貼った企業

団の公用車に大声で助けを求めてく

ださい。

　また、こどもたちにも教えてあげ

てください。

53万円 56万円

▲「東部水道見守り隊」ステッカー
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●受験資格　昭和61年４月２日～
平成２年４月１日生まれの人

●試験の程度　高等学校卒業程度
●受付期間　６月26日(火)～７月３
日(火)　(郵送の場合は７月３日(火)

の通信日付印有効)

●申込先　希望する受験地の人事院
地方事務局(所)

●第１次試験　９月９日(日)
●第２次試験　10月18日(木)～25日
(木)のうち指定する日

●問い合せ　鳥栖税務署総務課
TEL 0942-82-2185

福岡国税局人事第二課

TEL092-411-0031

＊国税庁HPにも募集内容を掲載して

います。(http://www.nta.go.jp)

　上豆田団地の入居申し込みの受付

を開始します。なお、申込者数が募

集戸数を上回った場合は、抽選会を

行い決定します。

＊すでに町営住宅の空き家待ちの申

し込みをしている人でも、新たに申

し込みが必要です。
●申し込み受付期間
７月２日(月)～７月27日(金)

●募集戸数　３戸(２LDK)
●入居予定日　10月１日(月)
●申し込みができる人
●吉野ヶ里町内に住所または勤務先

がある人。

●町民税等を完納している人。

●現在同居しているか、これから同

居しようとする親族がある人(結婚予

定者は、結婚予定日の３か月以内の

人。また、60歳以上など一定の条件

を満たせば１人でも入居できます)。

●収入が公営住宅法に規定する金額

を超えない人。

●住居に困っていることが明らかな人

●家賃･敷金　所得金額により異なり
ます。

●推定家賃　21,000円～35,000円

●敷金　家賃の３か月分

●必要な書類と交付場所　
●入居申込書(東脊振庁舎都市計画課

住宅係で交付)

●住民票謄本･所得証明書･納税証明

書(三田川･東脊振両庁舎の総合窓口

課で交付)

＊所得証明書･納税証明書は吉野ヶ里

町で取得できない場合があります。

●問い合せ　東脊振庁舎内
都市計画課　住宅係　TEL52-5111

　吉野ヶ里町の広報紙｢広報吉野ヶ

里｣では、紙面に掲載する有料広告を

募集しています。

●申込締切　広報発行日の40日前ま
でに、申込書と広告の原稿など(内容

が分かるもの)を提出してください。

＊８月号(８月１日発行)に掲載を希

望する場合は、６月22日(金)までに

提出してください。

●掲載料金
●縦5cm横17cm　15,000円

＊2色刷り(色の指定はできません)

●掲載枠　毎月の掲載位置と掲載枠
数はその都度決定します。

●問い合せ　三田川庁舎総務課秘書
広報係　TEL 53-1111

●５月１日付　※（　）内は前職
●財政課長兼総合窓口課長（財政課

長）　馬場満

【退職】

●４月28日付
●井上隆敏(総合窓口課長)

●老人クラブへ
●中島十四三様（伊保戸）故ツヤ様

文字9.5P 行送り14.5P

募集

その他

税務職員募集

広報紙への有料広告を募集

環境

秋のクリーンデー

町職員人事異動

寄付御礼

町営住宅上豆田団地への
入居申込

役場では、専門の消費生活相談員が、次の日程で相談を受け付けます。相談は個室で受
け、秘密は厳守します。
●６月７日（木）・21日（木）   10:00～16:00  三田川庁舎
●６月14日（木）・28日（木）  10:00～16:00  東脊振庁舎
●問い合せ　東脊振庁舎内商工観光課　TEL 52-5111

６月の消費生活相談日と場所

　○○の点検に来たと言って訪問し、「このままにしていたら危険」などと、事
実と異なることを言って不安をあおり、新品や別の商品･サービスを契約させる
ものです。
(事例)　２、３年前、シロアリ駆除と床下換気扇の設置工事を行った。そのとき
の販売員が訪問し、「以前の工事の後、一度も点検を行っていなかったので、本
日は点検に来た。床下を見せて」と言われ、見せたところ「床下がまだじめじめ
する。調湿剤を撒いたほうがいい」と言って床下調湿剤の散布工事を行った。契
約書を確認したところ、以前とは別の社名で、高額な契約になっていた。

　他にも「点検が義務である」と言って訪問するようなこともあります。点検が
必要な場合は信頼できる事業者に依頼するようにしてください。商品としては、
布団、浄水器、リフォーム工事が多く、最近ではガスの警報機、電気温水器など
の相談もありました。
　訪問した人に、身分証明書、名刺等の提示を求めましょう。
　不明な点があれば、関係機関に連絡して確認しましょう。
　契約をする前に、家族や知人に相談しましょう。
(対応)　契約書をもらって８日間以内であれば、工事が済んでいてもクーリング
オフ(契約解除)ができます。８日間が過ぎていても、ウソの説明があった、ある
いは帰ってほしいと断ったが帰らなくて、仕方なく契約した場合などは、契約の
取消も可能です。消費生活相談窓口にご相談ください。

消費生活情報 点検商法

その他

農業委員会委員選挙



●平日の図書室開館時間　9:00～17:00

月　日 当番医療機関

＊予防接種法の改正により、麻しん・風しん混合ワクチンは18年４月か
ら、ワクチンと対象年齢が変わり、予診票も変わりました。予診票が必要
な人は、連絡してください。

予防接種（ワクチン）の種類 対 象 年 齢

三種混合（ジフテリア・百日
咳・破傷風混合ワクチン）

麻しん･風しん混合ワクチン（1期）

麻しん･風しん混合ワクチン（2期）

日　本　脳　炎

指定医療機関 実施曜日 実施時間
小森医院
吉野ヶ里町上豆田
TEL52-1136（要予約）

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL55-6566

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
?52-3717 【整外】

橋本病院
神埼市神埼町本告牟田
?52-2022 【外･内】

栗並医院
神埼市神埼町枝ヶ里
?52-2977 【内】

福嶋内科医院
神埼市千代田町境原
?44-2141 【内・小】

和田内科小児科胃腸科
神埼市神埼町神埼
TEL 52-2021

【内・小・胃】

神埼クリニック
神埼市神埼町1丁目
?53-1818 【内･胃･呼】

和田記念病院
神埼市神埼町尾崎
?52-5521 【内･胃･小】

南医院
神埼市千代田町直鳥
TEL 44-2777

【内･胃･整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
?51-1430 【整外】

なかしま整形外科クリニック
神埼市神埼町本堀
TEL 51-1430

【整外】

小森医院
吉野ヶ里町豆田
TEL 52-1136【小・内】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
?52-3139 【内・小・脳】

目達原整形外科
吉野ヶ里町目達原
TEL 52-3717

【整外】

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町目達原
?51-1110 【内・胃】

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里
?52-3139 【内・小・脳】

中尾胃腸科医院
神埼市神埼町駅通り
TEL 52-3295

【外・整外・胃・内】

山田こどもクリニック
神埼市神埼町田道ヶ里
TEL 55-6566 【小】

古賀内科
神埼市千代田町境原
TEL 44-2311【内･小･胃】

最所医院
吉野ヶ里町吉田
?52-2452 【内･胃･呼】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
?44-2046 【内･小】

和田医院
神埼市千代田町嘉納
TEL 44-2046 【内･小】

神埼病院
神埼市神埼町田道ヶ里
?52-3145 【外･整･胃】

中下医院
神埼市千代田町　江
TEL 44-2488 【内】

神埼クリニック
神埼市神埼町1丁目
TEL 53-1818【内･胃･呼】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内･小】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内･小】

松本医院
吉野ヶ里町下三津東
?52-4185 【内･小】

ならもと内科医院
神埼市神埼町本堀
?52-1525 【内】たけうち小児科医院

神埼市神埼町本堀
TEL52-2524

【外】外科【整外】整形外科【内】内科【胃】胃腸科
【小】小児科【脳】脳神経外科【呼】呼吸器科
＊診療時間は、９時～17時です。

しらいし内科
神埼市神埼町城原
?52-3848 【内・循】

しらいし内科
神埼市神埼町城原
?52-3848 【内・循】

たけうち小児科医院
神埼市神埼町本堀
TEL 52-2524 【小】9:00～12:00

15:30～17:00月･火･水･金

木･土

月･火･水･金

木・土

月～金

土

9:00～12:30
14:30～18:00

8:30～11:00
14:00～17:30

9:00～12:00

9:00～13:00

8:30～11:00

＊初回対象者には通知します。未接種の場合、対象年齢内であれば、
希望により受けることができます。
＊「こどもカレンダー」送付時にお知らせした実施時間から変更が
あるため注意してください。

●問い合せ　保健課健康づくり１係（きらら館）　? 51-1618
　　　　　　健康づくり２係（ふれあい館）　　　? 51-1965

●予防接種（通年接種分）委託医療機関

＊初回対象者には通知します。未接種の場合、対象年齢内であれば、
希望により受けることができます。
＊「こどもカレンダー」送付時にお知らせした実施時間から変更があ
るため注意してください。
●問い合せ　保健課健康づくり１係（きらら館）　? 51-1618　　
　　　　　健康づくり２係（ふれあい館）　? 51-1965

指定医療機関 実施曜日 実施時間
松本医院
吉野ヶ里町下三津東

月･火･木･金
13:30～14:30

13:30～17:00

●予防接種（期間限定接種分）委託医療機関

西谷クリニック
吉野ヶ里町大塚ヶ里

●三種混合　11月６日（月）～10日（金）（ジフテリア･百日咳･破傷風混合ワクチン）

生後３～90か月児

生後12～24か月児

平成13年4月2日～
平成14年4月1日生まれ

ワクチンの副作用のため、現在、
予防接種勧奨を控えています。

乳幼児個別予防接種 持参するもの／母子手帳・予診票 日曜･祝日在宅当番医

６月３日

６月10日

６月17日

６月24日

７月１日

７月８日

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

（日）

19 YOSHINOGARI 18YOSHINOGARI
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保健行事
6月のカレンダー

行　事　名 日（曜） 受付時間 場　所 対　　象　　者 持参するもの
行　　　　事　　　　名日（曜） 旧三田川町内のゴミ出し日旧東脊振村内のゴミ出し日

一般町民

きらら館

ふれあい館

健康相談

健康相談

健康相談

毎週月曜

毎週木曜

＊母子手帳交付については、東脊振健康福祉センター「きらら館」にて随時交付します。
＊住民健診結果説明会期間は健康相談は行っていません。

9:00～11:00

13:00～15:00

9:00～11:00

●問い合せ
保健課健康づくり係　東脊振健康福祉センター（きらら館）  TEL 51-1618
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金
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行政･人権相談　マザークラス【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館･東脊振公民館

リサイクルセンター開放　８:30～17:00　県下一斉ふるさと美化運動

健康相談【詳】　温水プール休館日

乳児健診【詳】　BCG予防接種【詳】

健康相談【詳】　消費者生活相談【詳】

おやこ教室(ワン･ツー体操) 【詳】

パパ･ママ学級㈰【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館･東脊振公民館

健康相談【詳】　温水プール休館日

消費者生活相談【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館･東脊振公民館

パパ･ママ学級㈪【詳】

健康相談【詳】　温水プール休館日

おやこ教室(ドレミ広場) 【詳】

ポリオ生ワクチン投与【詳】

乳児健診【詳】

健康相談【詳】　消費者生活相談【詳】

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館･東脊振公民館

健康相談【詳】　温水プール休館日

２か月児健康相談

健康相談【詳】　消費者生活相談【詳】

１歳６か月児健診

図書室開放　9:00～13:00　中央公民館･東脊振公民館

【燃】２区

【燃】1区【牛】2区【空】1区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】２区  【粗】２区

【燃】1区【牛】１区【空】２区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】２区

【燃】１区  【新】２区

【空】１区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】２区

【燃】１区  【新】１区

【空】２区

【燃】２区

【燃】１区

【燃】２区

【燃】A･B区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【牛】３区【空】1･2区

【燃】A･B区

【燃】A区  【粗】３区

【燃】B区

【燃】A区

【牛】1･2区【空】３区

【燃】A･B区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【新】３区【空】1･2区

【燃】A･B区

【燃】A区

【燃】B区

【燃】A区

【新】1･2区【空】３区

【燃】A･B区

●カレンダー中の表示
【燃】燃えるゴミ【牛】牛乳パック、白色トレイ、ペットボトル【新】新聞広告、雑誌類、ダンボール【空】空缶、空ビン、有
害ゴミ、燃えないゴミ【粗】粗大ゴミ【東脊振1区】在川、大曲、松葉、横田、永田ヶ里、大塚ヶ里、辛上、中の原団地【東脊
振2区】小川内、永山、坂本、松隈、上石動、下石動、西石動、上三津東、上三津西、下三津西、三津住宅、白萩寮、下三津東、
大曲アパート、川原団地、大曲宿舎、若葉台【燃えるゴミ三田川A区】新宮田、目達原、上中杖上分、苔野、吉田、萩原、鳥ノ
隈、田手村、田手宿、立野【燃えるゴミ三田川B区】吉野ヶ里、力田、衣村、伊保戸、曽根、上中杖、下中杖、上豆田、下豆田、
箱川上分、箱川下分、乙ノ馬手、下藤、田中【三田川1区】新宮田、目達原【三田川2区】上中杖上分、苔野、吉田、萩原、鳥
ノ隈、立野【三田川3区】吉野ヶ里、田手村、田手宿、力田、衣村、伊保戸、曽根、上中杖、下中杖、上豆田、下豆田、箱川上
分、箱川下分、乙ノ馬手、下藤、田中【詳】詳しくはお知らせページなどに掲載しています。

●まちの面積　43.94km2

●まちの人口（5月1日現在）
　男性 7,648（＋　4）
　女性 8,194（＋ 20）
　合計 15,842（＋ 24）
●世帯数 5,500（＋ 20）

妊婦

H19.２月生

H18.11月生

H19年２月生まれ及び
生後６ヶ月未満の未接種児

２歳以上の幼児

妊婦･夫

妊婦･夫

２歳未満の乳幼児

H18年１月～H18年６月生児
H18年12月生児及びもれ者

H18.６月生

H19.４月生

H17.11･12月生

５月に住民健診を受けた方

マザークラス

乳児健診

BCG予防接種

親子教室(ワン･ツー体操)

パパ･ママ学級㈰＊要予約

パパ･ママ学級㈪＊要予約

おやこ教室(ドレミ広場)

ポリオ

乳児健診

２か月児健康相談

１歳６か月児健診

住民健診結果説明会

１(金)

５(火)

５(火)

８(金)

９(土)

17(日)

18(月)

19(火)

20(水)

26(火)

29(金)

母子手帳

母子手帳

母子手帳  予診票

水筒(お茶)

母子手帳

母子手帳

水筒(お茶)

母子手帳  予診票

母子手帳

母子手帳

母子手帳  健康診査票

健康手帳  結果引き換え用紙

       　【４か月児】 　　
13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:15

９:50～10:00

９:45～10:00

９:45～10:00

９:50～10:00

13:00～13:30

13:00～13:15

13:00～13:15

13:00～13:30

９:00～12:00

【７か月児】 　　
13:15～13:30

乳児健診

きらら館

きらら館

きらら館

きらら館
きらら館
きらら館
きらら館
きらら館

きらら館
きらら館
きらら館
きらら館12(火)～14(木)



卑弥呼がその年の作柄を占う

熱気球の炎と闇に浮かぶ物見やぐらが
幻想的な「光のページェント」

新芽とともに小さいながらも花を咲かせたドライフラワー

6
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「里山探訪～永山を訪ねて」が４月21日、

町民80名が参加して行われ、永山地区の竹

林でたけのこ掘りを体験しました。参加者

は、当地区役員からたけのこの探し方や掘

り方の説明を聞いた後、さっそく鍬などの

道具を手に山に入っていきました。ほとん

どの参加者が初めての経験でしたが、地面

から頭を出したたけのこを見つけては、傷

つけないように丁寧に掘り出していまし

た。最後には掘りたてのたけのこをゆがい

た「さしみ」が用意され、「おいしい」と

笑顔で食べていました。

住民税が変わります～税源移譲で６月から
【特集】2-3

●地域と行政をつなぐ～嘱託員紹介●
●さざんか千坊館が「道の駅・吉野ヶ里」としてオープン●
●6月は「土砂災害防止月間です●
●ごみの受け入れが制限されます●
●「訪韓少年の翼」参加リポート●
●TOPICS・まちのわだい●
●INFORMATION･お知らせ●
●吉野ヶ里文芸●
●保健･健康･カレンダー●
●旬のアレコレ～吉野ヶ里歴史公園ほか●
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シリーズ

■今田　剛さん【いまだつよし】
作曲家として、これまで200曲以上を作曲。「今田剛
作品集Ⅰ」は1枚2,500円で発売中。また、カラオケ
教室の講師としても町内外で活躍している。永田ヶ里
在住。59歳
＊「今田剛作品集Ⅰ」「伊万里けんか祭り唄・冬の
華 」 に 関 す る 問 い 合 せ は 今 田 さ ん ま で 　
090-5286-5003

vol. 10
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たけのこ掘りを体験

好きで好きでたまらない。

悲しみを力に。

通常　行送り　15.4

　　　字詰め　-50

ふるさと炎まつりでの演奏

4-5

6-7

8

9

17

14-16

10

11-13

18-19

20

　母が音楽好きだったこともあり、小さい頃から歌を歌っていましたね。初めて曲を作

ったのは10代の終わりごろ。中学校からギターを始め、友人らとバンドも組んでいたこ

ともあって曲作りをはじめたのですが、ホント自己流でしたよ。

　30歳になってからはピアノを習い始めました。もともと歌が好きだったし、加山雄三

がピアノの引き語りをしている姿を見て、「自分も

やりたい！」と思ったんですよ。８年間ほど習った

でしょうか。このころから曲を作ることも多くなり

ましたね。主にピアノを使って作曲していますが、

これまでに200曲以上。２月もすでに３曲ほど作りま

した。

　今では佐賀市に住む作詞家の橋間哲也先生とコン

ビを組んで曲を作っているのですが、曲を作るとき

は、先に詩を作っています。詩をみてみないと、ど

のような曲を作っていいかイメージが沸かなくて作

りにくいですね。

　私の曲には、ふるさとを歌った曲も多いですよ。

私は伊万里出身。何か記念になればと思い「伊万里

けんか祭り唄」という曲を作詞･作曲しました。実は詩を書くことも好きなんですよ！

この曲は、通信カラオケに入っているので、ぜひ歌ってみてください。カップリングの

「冬の華」という曲は、橋間さんの作詞で、歌詞の中には田手川や霊仙寺、さざんかの

花がでてきます。地元のことを歌った演歌ってないでしょう。この曲を作るときはイメ

ージをつかむために、２人で見て回りました。

　プロの歌手が歌う曲だけでなく、町民の方が書かれた詩にも、要望があれば作曲をし

ています。卒業などの記念に、自分で書いた詩を曲として残しませんか。ぜひ相談して

ください。

　作曲というと結構時間がかかるように思われますが、私は1時間ほどで作っています。

考えすぎると理屈っぽくなってしまうので、考えついたメロディーをあてはめてい

ます。曲作りでの楽しみは、自分が作った歌をどのように歌うのか、どれだけの

人に歌ってもらえるかですね。たくさんの人に歌っていただくことで、達成感

と満足感があります。

　２月に作曲家生活40年を記念してCDを作成、発売しました。自分自身で

歌ってCDにしてはどうかと思ったことと、５月に還暦を迎えるので、

50代の声を残しておきたいと思ってですね。今回のCD制作には過去

に作った曲から4曲を選びました。気に入った曲がたくさんあって･･ ･

選曲も難しかったですね。

　これからの夢ですか？自分が作った曲が大ヒットすることです

ね！ＣＤタイトルは「作品集Ⅰ」になっているので、ぜひ2枚目も出

したいですね。

7万1千人が来園
～吉野ヶ里歴史公園～
　今年の大型連休期間中、吉野ヶ里歴史公
園には７万１千人が来場しました。
　４月29日、春の訪れを待っていた吉野ヶ
里のムラ人たちが五穀豊穣を願う儀式や踊
りを行う「弥生のムラの春まつり」が開か
れました。
　まつりでははじめに、東脊振バンブーオ
ーケストラによる演奏のあと、ムラ人たち
が銅鐸などを鳴らしながら入場。卑弥呼が
その年の作柄を占い、豊作と告げられると、
みんなで輪を作って踊り喜びあいました。
　また、この日は吉野ヶ里炎まつり劇団に
よる佐賀にわか「卑弥呼伝説」も公演され、
ムラ人と卑弥呼が繰り広げるストーリーに、
会場は爆笑の渦に包まれていました。
　このほか、５月３日から６日にかけて、
光のページェントやそうめん流し、サガン
鳥栖選手によるサッカーパークなどのイベ
ントが行われました。

ドライフラワーに
花が咲いた
　鳥ノ隈の「割烹あらき」(荒木正徳さん
経営)にあるアジサイのドライフラワーに、
きれいな花が咲きました。
　ドライフラワーは福岡に住む娘さんか
ら贈られたオランダ産で、芽がみえてい
たため、「ひよっとしたら」との思いで
花瓶にさしていたところ、２月頃に発芽。
その後４月中旬ごろにつぼみがではじめ、
しばらくして開花しました。
　店先などに280種類ほどのアジサイを育
てている荒木さんは「新芽は出るかもと
思ったが、まさか花が咲くとは思わなか
った。こんなことははじめて」と驚いた
様子で話していました。
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